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■2009 年度、東京災害ボランティアネットワークは、引き続き首都圏大災害

に向けた具体的な対応策を検討していきます 

   

・東京で大災害が発生することが避けられないことを踏まえ、東災ボ内団体 

の社会的資源の確認と具体的な対応策を検討します 

  ・災害時に想定される具体的課題に対し、市民と関係機関、民間組織・団体 

の協働の訓練を実施します 

 

 【予定されている事業】 

  首都圏統一帰宅困難者対応訓練 

   (1).実施期日：2008 年 9 月中 (9 月 26 日(土)を検討中) 

(2).実施コース：距離にして 20km 程度 5 コースの同時実施を検討中 

   なお、詳細については、実行委員会内で決定する 

東京→千葉コース  

東京→埼玉コース  

東京→神奈川コース  

東京→多摩コース  

神奈川県内コース 

東京出発候補地：日比谷公園 

(3).参加人員：徒歩帰宅訓練 5000 名 沿道支援 2000 名 (目標数値) 

(4).実行委員会の設立：2009 年 6 月中に設立予定 

(5).事業財政：実行委員会での公募方式 

(6).実行体制：実行体制については、今後実行委員会設立後、協議・確認する 

 

2007 年時の訓練に比べると 1000 名
以上の参加者増となった帰宅困難者対
応訓練 
(写真：2008 年首都圏統一帰宅困難者
対応訓練) 

【重点課題】 

2009 年度事業計画(案) 

年度途中より、会計担当者の協力を仰ぐことができたこともあり、

会計処理能力が強化された。しかし、会費・助成金等の未収金があ

り、会計処理に支障をきたしつつある。今年度は参加団体に会費の

年度内納入にご協力頂きたい。 
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■地域や組織・団体の防災力向上に向けて取り組みます 

   

・地域や組織・団体といった「面として」の防災力向上に向け、市民講座や 

研修などを開催します 

  ・地域や組織・団体の講座・研修に講師派遣・プログラム提供をおこなうこ 

とで、防災力向上に向けた取り組みを実施します 

 
◇ 都道府県・市区町村社会福祉協議会での災害ボランティア講座・研修等 

◇ 町会・自治会における防災市民講座等 

◇ 東災ボ参加団体内外の各団体における災害ボランティア研修・講座、災

害体験訓練等 

■広く市民の方々の防災・減災意識啓蒙に向けて取り組みます 

 ・より多くの様々な主体が参画・協働できるイベント型啓蒙活動やシンポジ 

ウムを実施します 

  

【予定される事業】 

◇1.17 イベントの開催 

防災とボランティアの日(1 月 17 日)にちなんだ、恒例の防災市民イベント

を都内で実施します。 

社会福祉協議会や市区町村行政機関などの要請は
もとより、地域の町会や自治会の取り組みへも積極
的にプログラムを提案していくことが必要ではな
いだろうか 
 (写真：南品川六丁目睦会 地域防災のつどい) 

誰もが簡単に参加できる取り組みを目指していま
す。もちろん誰でもボランティアで参加できるよう
にも工夫が必要になります 

(写真：2008 年の 1.17 イベント)



 3

■東災ボ参加団体、および関係団体との連携を深めます 

 

・東京災害ボランティアネットワークは、想定される首都圏直下型地震の発生に備

え、具体的な対応策の検討に着手します。 

東災ボの参加団体の、特に全国ネットワークとして活動をされている団体を

中心に、東京での巨大地震発生時に対して予想される組織・団体の対策、団

体としての社会的役割、社会的資源(施設・人材・経験・財政等)に関して、

団体間の連携という点から、協議の場を設立させていただき、東災ボ総体と

しての首都圏大災害に向けた具体的な対応策の検討をおこないます 

 

・首都圏統一帰宅困難者の実施 

都市災害発生時には様々な課題が表出します。その中でも重要な課題の一

つが「帰宅困難者課題」です。東災ボは設立直後より、その具体的な対応訓

練を多様な団体の皆様と共に「社会的実験」として取り組んできました。 

本年は、その対象者数百万人を意識して、昨年度同様、他地域に跨る首都

圏統一帰宅困難者対応訓練の実施に向け、努力します。 

(実施に関する詳細は実行委員会内で決定します) 

 

・行政・関係機関との連携を進める定期協議の設置に努力します 

東京都は災害発生時には、東京都災害対策本部内に「ボランティア本部」

を設置する等、「災害発生時対応マニュアル」を策定しています。それらの

所管は東京都生活文化スポーツ局都民生活部となっており、東災ボの災害時

ボランティア対応を構想すると同時に、東京都との災害時における連携のあ

り方を定期協議する場の設置に努力します。 

 

毎月発行している東災ボ
の小さなニュースとなっ
ている TOSAIBOTIMES
(写真：TOSAIBOTIMES)
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■運営体制の拡充を図ります 

 

  ・東災ボの財政強化として、事業や会費・寄付収入の増加に向け東災ボ参加 

団体や関係機関に各種事業を提案します 

・現在、事務局は常勤 2 名(有償 1 名、無償 1 名)、非常勤 1 名(無償)の体制 

となっていますが、常勤・非常勤を含めて有償事務局員の拡充(プラス 1 名) 

を具体的に検討します 

毎月開かれている事務局会議、年数
回開催される運営委員会や役員会。
それぞれで意見交換しながら、東災
ボの運営体制の拡充を図る必要が
あります 

■三宅島を含む、被災地支援に取り組みます 

 

・東京災害ボランティアネットワークは、三宅島支援センターの一員として、 

今年度も「みやけじま＜風の家＞」の活動・運営に主体的に取り組みます。 

特に、開設から 4 年を迎える 2009 年 10 月を目処に、「みやけじま＜風の 

家＞」運営について、島民スタッフを中心に関係者の方々と意見交換しなが 

ら、その「あり方」を検討していきます。 

・突発的に発生する災害に対し、東京災害ボランティアネットワークは、会員 

団体、および関係機関と連携して被災地支援・被災者支援に取り組みます。 

 

 

 

みやけじま＜風の家＞も開設から 4 年を迎えます。より良い活動を目指して、こ
れまでの運営方法を再検討する必要があります 

 

 


